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　まず、大臣間合意、繰り戻しの関係のロードマッ
プのようなものをつくるべきではないかとの指摘を
いただいた。自動車の被害者救済事業を継続的、安
定的に実施していくためには、この繰り戻しは大変
重要。今年度、大臣間合意の更新の時期になるので、
大事な時期。次の大臣間合意に向けて、被害者・ご
家族の皆さまが、不安なく将来の生活が過ごせるよ
うになることが、まず何よりも大事と考えている。
　また、委員からも言及いただいた「あり方検討会」
における救済対策のあり方について、検討・議論を
進めている。それらの議論も踏まえて、中長期的な
必要な被害者救済対策を整理・提示しながら、財務
省としっかりと議論をしてまいりたい。委員の支援
もいただきながら頑張っていきたい。
○桑山雄次委員（全国遷延性意識障害者・家族の会
代表）＜考える会メンバー＞
　息子は、今から26年前の交通事故で寝たきりにな

ってしまったが、私は当初、1999年
頃に当時の運輸省に行って関西地区
に療護センターをつくってほしいと
お願いした。関西地方に委託病床が
できたのは2012年。私が要望に行っ
てから13年かかった。2018年に在宅
生活支援環境整備事業が開始された
が、これも実は10年かかっている。
スピードアップをともかくお願いし
たい。
　また、在宅生活支援環境整備事業
が開始されたが、ヘルパーがすごく
不足している。これは介護保険が始
まった2000年あたりからの慢性的課
題。我々としては、基本的には厚生
労働省の課題であることはよく分か

っているが、国土交通省として、被害者保護のトッ
プランナーとして、この自賠制度を是非とも活用し
てほしい。厚労省の施策は、やはり最低保障に近い
形で、厚労省のみで十分とされると非常に困ったこ
とになる。療護センターなどは、その当時の時代背
景などから、厚労省のやっている内容をはるかに超
えたものになっているが、厚労省との関係の中で、
それに合わせてしまうと非常に低いレベルになって
しまう懸念がある。
３．運用益事業に対する主な意見
○赤間委員
　民間の保険会社、JA共済が行っている運用益事
業について、一般の自動車ユーザーは運用益がどの
ように使われているかよく分からない。損保協会・
JA共済ともに可能な範囲で民間の運用益事業に関
する情報公開、情報発信をされているとは思うが、
今後さらに透明性の向上に努めていただきたい。

　日本自動車会議所は６月28日、東京都港区の日本自動
車会館で第274回会員研修会を開催した。新型コロナウ

イルス感染対策として、会場ではソーシ
ャルディスタンスなどを実施。今回も一
部会員向けにリモートで配信し、計約70
人が参加した。テーマは「AI、IoTで変
わる自動車産業～ポストコロナを見据え
て～」、講師には専修大学教授の中村吉

明氏を迎えた。
　講演では、CASEの自動運転について「実証実験から
実装に向け、法整備が重要になってきている」などと指
摘。カーボンニュートラルを踏まえた電動化に関しては
「大量幹線輸送を担う商用車の役割が大きくなる」との

中村 吉明氏

第274回 会員研修会開催

AI、IoTで変わる自動車産業
～ポストコロナを見据えて～

専修大学教授　中村吉明氏が講演
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